
心筋梗塞急1性期シンチグラフイにおけるggmTC血流製剤
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〔結果〕

Totalcountに関してはＳＡ，ＨＡ，ＶＡの３断面とも

にMIBIが高く、ＶＡ断面では有意に高値であった

(図1)。PeakcountについてはSA，ＨＡ,ＶＡの3断面

ともにMIBIが高い傾向を示したが、有意差は認め

られなかった(図2)。実際の画像を構成するのに最

も影響を及ぼすと思われるPeakcounVTotalcomtを、

ＭＩＢＬＭＹＯに関して比較すると両者ともほぼ同等

であった（図3)。図４にMIBI，図５にＭＹＯの最も

Totalcomtの高い症例と低い症例を呈示するが、両

者ともほぼ同等の画像となっていた。

〔結語〕

通常の臨床用量を用いての心筋梗塞急性シンチ

グラフイにおいては、MIBIとＭＹＯとの差は無いも

のと思われる。

〔目的〕

跡Tc-sestamibi(MIBI)と"mTc-tetrofOsmm(MYO)は

GatedSPECTによる心筋血流と機能の同時測定に適

したトレーサーである。本研究の目的は心筋梗塞

急｣性シンチグラフイにおける心筋取り込みをMIBＩ

とＭＹＯとの間で比較することである。

〔対象〕

急性心筋梗塞を発症し、当院へ入院し、発症一

週間以内にMIBIまたはＭＹＯによる安静時シンチグ

ラフイを施行できた患者、MIBIl8症例(男性16例，

女性2例、平均年齢67±12歳)，MYO19症例(男』性

16例，女性3例、平均年齢61±12歳)を対象とした

(表1)。

〔方法〕

通常の臨床用量を用いてMIBIの場合は600ＭＢq，

ＭＹＯの場合は740ＭＢqを、投与1時間後に心筋シン

チグラフィを撮像した。得られる全心筋カウント

(Total)，最大心筋カウント(Peak)について、MIBＩ

とMYOの間でshortaxial(SA)，horizontallongaxial

(HA)，velticallongaxial(VA)の3断面で比較した。
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